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こ
の
度
、
置
賜
地
区
青
少
年
育
成
連
絡

協
議
会
の
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
協

議
会
を
構
成
す
る
置
賜
地
区
三
市
五
町
の

各
青
少
年
育
成
市
町
民
会
議
お
よ
び
青
少

年
育
成
推
進
員
会
の
代
表
と
い
う
こ
と
を

考
え
ま
す
と
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
が
、
自
分
の
浅
学
非
才
を

顧
み
ず
、
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
ま

す
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

各
青
少
年
育
成
市
町
民
会
議
お
よ
び
青

少
年
育
成
推
進
員
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
青
少
年
の
健
全
育
成
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

お
陰
様
で
、
置
賜
地
区
で
は
青
少
年
に

係
る
重
大
な
事
案
は
見
聞
き
し
ま
せ
ん
が
、

東
京
で
は
、
夫
婦
が
殺
害
さ
れ
、
那
須
町

の
河
川
敷
で
焼
損
遺
体
と
し
て
見
つ
か
る

と
い
う
残
忍
な
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
実

行
犯
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
の
は
、
二
十
歳

の
青
年
二
人
で
し
た
。
凶
悪
事
件
の
実
行

犯
と
し
て
、
若
者
が
都
合
よ
く
使
わ
れ
る

と
い
う
の
は
、
闇
バ
イ
ト
の
構
図
と
よ
く

似
て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

他
に
も
、
青
少
年
に
関
わ
る
私
た
ち
に

と
っ
て
、
見
過
ご
せ
な
い
ニ
ュ
ー
ス
が
目

に
入
り
ま
し
た
。
四
月
二
十
四
日
、「
人
口

戦
略
会
議
」
が
全
国
に
あ
る
一
、七
二
九

の
自
治
体
の
う
ち
、
四
割
を
超
え
る
七
四

四
の
自
治
体
が
「
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
い
う
分
析
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。

山
形
県
内
で
も
三
十
五
市
町
村
の
う
ち

二
十
八
市
町
村
が
「
消
滅
す
る
可
能
性
が

あ
る
」
自
治
体
に
分
類
さ
れ
、
人
口
減
少

の
深
刻
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

置
賜
地
区
で
は
米
沢
市
と
南
陽
市
が
、
か

ろ
う
じ
て
免
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
人

口
減
少
は
確
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、「
人
口
戦
略
会
議
」
の
分

析
で
は
、
出
産
の
中
心
世
代
と
な
る
二
十

歳
～
三
十
九
歳
女
性
が
五
十
％
以
上
減
少

す
る
自
治
体
を
「
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
定
義
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

た
だ
、
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
な
い
と
い

う
の
は
、
若
い
女
性
だ
け
の
責
任
で
は

な
く
、「
子
ど
も
は
社
会
の
宝
」
と
し
て
、

社
会
全
体
で
子
ど
も
を
支
え
て
い
く
と
い

う
視
点
が
と
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
の
数
が
た
と
え
減
っ
た
と
し
て

も
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
重
要
性
は
、

決
し
て
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
子
ど
も
は
社
会
の
宝
」

置
賜
地
区
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長

山

口

和

夫

五
月
二
十
一
日
、
置
賜
総
合
支
庁
講
堂
に

て
、「
第
一
回
置
賜
地
区
青
少
年
育
成
連
絡

協
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
協
議
会
で
は
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新

体
制
が
決
定
し
ま
し
た
。（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）

こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
、
多
大
な
ご
尽

力
を
賜
り
ま
し
た
安
達
英
一
様
（
前
会
長
）、

中
村
孝
律
様（
前
副
会
長
）、高
橋
雅
明
様（
前

監
事
）に
は
、心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

青
少
年
を
取
り
巻
く
問
題
は
深
刻
化
し
、

薬
物
乱
用
や
闇
バ
イ
ト
な
ど
の
問
題
が
起
こ

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

「
置
賜
は
一
つ
」
を
合
言
葉
に
し
、
社
会
全

体
で
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、〝
い
じ
め
・

非
行
を
な
く
そ
う
〟
や
ま
が
た
県
民
運
動
と

「
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る
」
県

民
運
動
に
重
点
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
議

決
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、「
置
賜
地
区
青

少
年
育
成
推
進
員
研

修
会
」
は
高
畠
町
を
、

「
児
童
生
徒
と
地
域

の
大
人
の
対
話
会
」

は
長
井
市
を
会
場
に

準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
年
間
事
業
計
画

◆
第
一
回
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会

（
五
月
二
十
一
日

置
賜
総
合
支
庁
）

◆
社
教
振
・
青
連
協
・
高
畠
町
青
少
年
育
成

町
民
会
議

合
同
研
修
会

（
六
月
二
十
九
日

糠
野
目
生
涯
学
習
館
）

◆
「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調

月
間
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
月
）

◆〝
明
る
い
や
ま
が
た
〟
夏
の
安
全
県
民
運
動

（
七
・
八
月
）

◆〝
い
じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
〟
や
ま
が

た
県
民
運
動
・「
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど

も
も
変
わ
る
」
県
民
運
動
重
点
期
間

（
七
・
八
・
十
一
月
）

◆
有
害
図
書
類
一
斉
調
査

　
　
　
　

  （
七
月
六
・
七
日
を
目
安
に
）

◆「
い
じ
め
防
止
」
標
語
審
査
会

第
二
回
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会
・
研
修
会

（
九
月
十
一
日

置
賜
総
合
支
庁
）

◆
県
青
少
年
健
全
育
成
県
民
大
会

（
十
月
二
十
七
日

村
山
市
民
会
館
）

◆「
秋
の
こ
ど
も
ま
ん
な
か
月
間
」
青
少
年

健
全
育
成
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　
　
（
十
一
月
）

◆
置
賜
地
区
青
少
年
育
成
推
進
員
研
修
会

（
十
一
月
二
十
四
日

高
畠
町
糠
野
目
生
涯
学
習
館
）

◆
生
徒
と
地
域
の
大
人
の
対
話
会

（
十
二
月
二
十
二
日
長
井
高
校
生
と
対
話
）

◆
第
三
回
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会

（
二
月
十
九
日
置
賜
総
合
支
庁
）

◇
広
報
・
啓
発
活
動

・「
青
少
年
お
き
た
ま
」
発
行

・「
青
少
年
専
門
員
だ
よ
り
」
発
行

・
広
報
車
に
よ
る
啓
発
活
動

・
有
害
図
書
類
・
携
帯
電
話
立
入
調
査

第
一
回
置
賜
地
区

青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会
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近
年
、
青
少
年

を
取
り
巻
く
大
き

な
流
れ
が
二
つ
あ

り
ま
し
た
。
一
つ

は
令
和
四
年
四
月

の
民
法
改
正
で
す
。

成
人
年
齢
が
満
二
十
歳
か
ら
十
八
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
伴
い
「
主
権
者
教
育

の
推
進
」
と
し
て
選
挙
権
年
齢
も
満
十
八
歳

か
ら
と
な
り
ま
し
た
。
川
西
町
で
は
こ
れ
に

先
立
ち
令
和
元
年
度
の
国
政
選
挙
か
ら
町
内

全
投
票
所
の
投
票
立
会
人
の
一
人
を
公
募
に

よ
る
十
八
歳
前
後
の
若
年
者
と
し
、
社
会
の

一
員
と
し
て
の
自
覚
の
醸
成
を
図
っ
て
い
ま

す
。
国
の
動
き
の
二
つ
目
は
、
令
和
五
年
度

の
こ
ど
も
家
庭
庁
の
創
設
で
す
。
省
庁
を
横

断
し
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
の
実
現
を

目
指
し
、
こ
ど
も
・
若
者
の
声
を
政
策
に
反

映
す
る
こ
と
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
本

町
で
は
川
西
中
学
三
年
生
と
町
長
と
の
懇
談

会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
、
国
の
動

き
を
背
景
に
青
少
年
育
成
の
取
り
組
み
は
一

層
注
目
さ
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
川
西
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
は
、
町
内
七
地
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た
委

員
で
構
成
す
る
青
少
年
育
成
推
進
員
会
と
と

も
に
、
県
民
運
動
の
趣
旨
に
則
り
、
か
わ
に

し
夏
ま
つ
り
で
の
啓
発
・
巡
回
指
導
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
有
害
図
書
類
調
査
、
防

犯
標
語
公
募
、
小
学
生
新
春
書
初
め
大
会
等

を
行
う
ほ
か
、
環
境
フ
ェ
ア
で
の
広
報
活
動

や
防
犯
・
防
災
推
進
を
図
る
町
民
生
活
安
全

大
会
で
の
少
年
の
主
張
発
表
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

著
し
い
少
子
化
、
核
家
族
化
、
地
域
連
携

の
希
薄
化
等
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
こ
れ
か
ら

の
活
動
推
進
を
図
る
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
活
用
し
県
は
も
と
よ
り
各
種
関
連
団

体
、
イ
ベ
ン
ト
と
有
機
的
な
連
携
を
図
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

私
達
飯
豊
町
の

青
少
年
育
成
推
進

員
は
各
地
区
か
ら

選
出
さ
れ
た
男
性

五
名
、
女
性
一
名

か
ら
構
成
さ
れ
た

計
六
名
で
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
主
な

活
動
内
容
と
し
て
白
川
ダ
ム
マ
ラ
ソ
ン
へ
の

協
力
、
町
内
コ
ン
ビ
ニ
の
有
害
図
書
調
査
、

め
ざ
み
の
里
ま
つ
り
で
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、

各
地
区
で
の
公
民
館
事
業
へ
の
協
力
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

近
年
は
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
、
以
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
た
各
地
区
で
の
行
事
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
地
域
の
子
ど
も
達

と
も
直
接
関
わ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
昨
年
度
は
飯
豊
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
で
の
中
学
校
生
徒
会
の
皆
さ
ん
の
発
表

で
あ
っ
た
り
、「
し
ら
さ
ぎ
荘
ふ
る
さ
と
温

泉
ま
つ
り
」
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
気
付
い
た
こ
と
は
、
子
ど
も
達

の
主
体
性
の
高
さ
で
し
た
。
先
生
や
周
り
の

大
人
に
頼
ら
ず
行
動
、
発
言
を
し
、
何
事
に

も
責
任
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
様
子
を
見
て

非
常
に
関
心
し
ま
し
た
。

ま
た
少
子
化
が
進
み
子
ど
も
達
の
数
が
減

る
中
、
一
人
ひ
と
り
が
と
て
も
大
き
な
声
で

挨
拶
を
し
て
く
れ
て
大
人
達
も
圧
倒
さ
れ
、

い
つ
も
よ
り
大
き
な
声
で
挨
拶
を
返
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

県
民
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
大
人

が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る
」
と
あ
り
ま

す
が
、
子
ど
も
の
行
動
や
言
動
で
大
人
が
変

わ
る
事
も
あ
る
と
気
付
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
自
分
た
ち
大
人
が
積
極
的
に

子
ど
も
達
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

な
が
ら
、
彼
ら
が
自
ら
考
え
、
行
動
で
き
る

機
会
を
与
え
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
主
体
性

を
育
む
事
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
互
い
に
良
い
方
向
へ
変
わ
っ
て
行
く
こ

と
で
、
地
域
や
社
会
も
変
わ
っ
て
い
け
る
と

思
い
ま
す
。

提
言

「
子
ど
も
達
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

　
　
　

飯
豊
町
青
少
年
育
成
推
進
員
会

　
　
　
　

  　
　
　

会
長

伊
藤
　
　
昭

「
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

　
　
　
　
　

活
用
し
連
携
し
」

　
　
　

川
西
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

　
　
　
　

  　
　
　

会
長

遠
藤

勝
則

□
地
区
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会

会

長

山
口

和
夫

副
会
長

齋
藤

芳
昭

鈴
木

昌
克

監

事

鈴
木

正
人

清
澤　
　

穣

□
市
町
民
会
議
会
長
︵
上
段
︶
及
び

　
　
　
　
　
　
推
進
員
会
長
︵
下
段
︶

・
米
沢
市

山
口

和
夫

髙
橋

宮
一

・
南
陽
市

松
本

正
彦

後
藤

優
美

・
高
畠
町

清
澤　
　

穣

清
澤　
　

穣

・
川
西
町

遠
藤

勝
則

金
子　
　

達

・
長
井
市

平　
　

み
わ

鈴
木

昌
克

・
小
国
町　
　
　

／　
　
　

髙
橋

義
彦

・
白
鷹
町

齋
藤

芳
昭

齋
藤

政
幸

・
飯
豊
町

鈴
木

正
人

伊
藤　
　

昭

□
事
務
局

置
賜
総
合
支
庁
保
健
福
祉
環
境
部

　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
家
庭
支
援
課

課　
　

長　
　
　
　
　
　
　

布
宮
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長
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遠
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中
西
美
香
代

青
少
年
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門
員　
　
　
　
　

梅
津　
　

洋

青
少
年
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門
員　
　
　
　
　

峯　
　

浩
明

令
和
六
年
度  

役
員
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介


